
令和 元 年度 下 半期 指定管理者管理運営状況シート

●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

●業務の履行確認

施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
①迅速・適切な修繕の実施
②指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

①大規模な修繕（屋外フェンスに児童センター・駐車
場の看板設置）（遊戯室屋根漏水修繕）については、
市に要請を提出修繕。玄関先外灯ポール撤去。
②簡易修繕（水道蛇口取替(道具入れ・2階手洗い)）
（玄関の鍵穴の修理）については、指定管理者（法人
本部）に相談し行った。

自主事業・
提案事業 － －

施設管理

①施設設備の保守点検の実施
②施設の衛生管理に対する配慮、快適に利用できる状態の保持
③省エネルギー並びに環境への負荷の軽減に努めること
④施設・設備・備品等の維持管理

①指定管理者（法人本部）連携のもとに適切に実施。
②日常清掃は毎日実行、玩具は定期的に消毒、破損
等の点検を実施。週2回は、就労促進事業清掃班に
よる清掃。年3回床のワックスがけ・エアコン清掃・ガ
ラス磨きを委託業者に依頼。
③職員間で節電の意識を持ち、使用してない部屋の
消灯、冷暖房節約、節水に努めた。
④施設、備品等の点検は随時行う。玩具については
破損がある場合おもちゃ病院での修理を依頼。屋外
遊具の定期点検（年2回）実施。備品購入・委託事業
等は法人の経営する施設と一括することで経費の節
減を図っている。

            ※実施回数（施設未設置地区実施回数）

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

利用者
サービス

①開館日・開館時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応
⑤仕様書、事業計画書に基づく事業の実施

①⑤計画通り実施。
②所長（常勤・児童厚生員）、正規職員（常勤・児童厚
生員）、嘱託職員（非常勤）4人、学生アルバイト2人
③おたより月刊「わくわく」を毎月発行・配布（小学校・
公民館・自治会回覧・畜産センター（当面休止）、一部
幼稚園・保育園、北部ふれあい保健センター・北市民
健康センター、近隣のイベントホール）。イベントポス
ター（近隣のコンビニ・郵便局・スーパー）,報道機関へ
の情報提供、ホームページへの記載、ブログに写真
付きでアップ。指定管理者の広報誌「済美学院報」に
児童センターの活動を掲載。
④匿名の電話やメール等には臨機に対応。利用者へ
の普段の話しかけにより苦情やニーズを的確につか
むよう心掛け、利用者アンケートを実施しその結果
を、館内に掲示。

25
開館日数（単位：日） 126 155 151 151 151

各室稼働
状況

移動児童館実施回数（単位：回） ※19(18) ※29(22) ※23(22) ※25(25)

10,209

移動児童館利用者数 922 1,299 1,098 1,378 1,475
利用者数
（単位：人）

来館者数 8,107 11,397 9,252 12,155

施設概要
◇構造：鉄筋コンクリート造２階建　◇敷地面積：1,095.03㎡　◇延床面積：532.42㎡　◇施設内容：遊
戯室、幼児室、集会室兼図書学習室、図工室、おもちゃ図書館、事務室兼静養室、駐車場

R01下半期 R01上半期 H30下半期 H30上半期 H29下半期

料金制 使用料

指定管理委託料（年額） 16,039,447円

施設の設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操を豊かにすることを目的とする。

指定管理者名 社会福祉法人　中部学院福祉会

指定期間 平成29年4月1日～令和4年3月31日まで

選定方法 公募

施設名 岩野田児童センター 所管課 子ども未来部子ども支援課

所在地 岐阜市粟野東１丁目９５番地



危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

①～③適切に実施。
個人情報保護・非常時対応マニュアルを整備し、随時
職員間での話し合いを持ち、年3回の利用者を交えた
避難訓練を行い、確認しあっている。
館長研修で受けた不審者対応訓練を職員にも徹底す
る。



●利用者評価

利用者アンケートの
実施状況

【保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート】
令和2年1月21日～2月23日　保護者（一般来館・クラブ参加）にアンケート（無記名）を実施。
回答者数100人
【小・中・高校生用アンケート】
令和2年1月21日～2月23日　来館した児童・生徒にアンケート（無記名）を実施。
回答者数101人
小学：1年28人、2年27人、3年22人、4年10人、5年8人、6年3人
中学：1年1人　高校：1年2人

利用者アンケートの
実施結果

<保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート>
【校区】　岩野田北（34人）　岩野田（19人）　常磐（20人）　長良（3人）　長良西（7人）　長良東（5人）
　　　　　　則武（1人）　島（1人）　三輪南（2人）　三輪北（1人）　日野（1人）　本荘（1人）　市外（5人）
【年齢】　10代（0％）　20代（17％）　30代（66％）　40代（11％）　50代以上（6％）
【利用頻度】　初めて（4％）　ほぼ毎日（0％）　週2～3回（9％）　週1回（41％）　2週間に1回（9％）
　　　　　　　　 月1回（21％）　その他（16％）
【来館相手】　子（88％）　孫（3％）　友人（4％）　その他（5％）
【子・孫の年齢】　0才（12％）　1才（38％）　2才（25％）　3才以上（24％）　無回答（1％）
【来館方法】　徒歩（14％）　自転車（1％）　自家用車（83％）　公共交通機関（1％）　その他（0％）
　　　　　　　 　無回答（1％）
【何で知った】　ホームページ（30％）　広報紙・チラシ（8％）　学校（2％）　保育所・幼稚園（4％）
　　　　　　　　　 知人・友人（29％）　ぎふし子育て応援アプリ（0％）　ソーシャルメディア（0％）
　　　　　　　　　 その他（27％）
【評価】
（あいさつ）・・・・・・・満足（83％）ほぼ満足（13％）普通（4％）やや不満（0％）不満（0％）
（言葉づかい）・・・・満足（84％）ほぼ満足（12％）普通（4％）やや不満（0％）不満（0％）
（利用者対応）・・・・満足（80％）ほぼ満足（13％）普通（6％）やや不満（0％）不満（0％）
　　　　　　　　　　　　無回答（1％）
（利用しやすさ）・・・満足（65％）ほぼ満足（16％）普通（13％）やや不満（4％）不満（0％）
　　　　　　　　　　　　無回答（2％）
（整理整頓）・・・・・・満足（75％）ほぼ満足（18％）普通（7％）やや不満（0％）不満（0％）
　　　　　　　　　　　　 無回答（0％）
（清潔感）・・・・・・・・満足(69％)ほぼ満足（18％）普通（13％）やや不満（0％）不満（0％）
（換気）・・・・・・・・・・満足（68％）ほぼ満足（18％）普通（13％）やや不満（0％）不満（1％）
　　　　　　　　　　　　　無回答（0％）
<小・中・高校生アンケート>
【学校名】　岩野田北（89人）、岩野田小（9人）、岩野田中（1人）、岐阜工業高（1人）、岐阜聖徳高（1
人）
【学年】　小学：1年（28％）、2年（27％）、3年（22％）、4年（9％）、5年（8％）、6年（3％）
　　　　　  中学：1年（1％） 高校：1年（2％）　無回答（0％）
【利用頻度】　初めて（1％）、毎日（2％）、週4・5回（10％）、週2・3回（19％）、週1回（26％）、
　　　　　　　　 その他（42％）
【来館相手】　ひとりで（21％）、友人（56％）、兄弟姉妹（7％）、父母（16％）、祖父母（0％）、親戚（0％）
　　　　　　　　 その他（0％）
【来館方法】　徒歩（33％）、自転車（35％）、自家用車（25％）、バス・電車（0％）、その他（7％）
【好きな遊び】　ドッジボール（22％）、卓球（14％）、キッカーボード（9％）、バスケット（10人）、
　　　　　　　　　 バドミントン（14％）、皿回し（6％）、ディアボロ（1％）、マルチパネハウス（2％）、
　　　　　　　　　 カロム（4％）、カードゲーム（18％）

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

要望⇒回答
・家では出来ないことをしてほしい（広いところでしか楽しめないことをしてほしい）
⇒公園に出かける予定も組んでいますので、楽しんでもらえたらと思います。
・毎年、同じ内容なので2人目以降は少しもの足りないです。
⇒季節的のもの以外は変化させているのですが。今後の課題とします。
・後半のクラブ駐車場がなくて困る。時間とか日にちを調整して行ってほしい。
⇒時間・日にちを考慮するべくアンケートを取らせていただき調査中です。今後お知らせをいたしま
す。
・ブログ用にと写真を、撮ってますがブログにアップされてないのですが、写真は何の為に撮ってます
か？
⇒写真は記録用に撮らせていただいています。クラブ最初のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝで参加者の方々の了解を得
ていますが、説明不足で申し訳ありません。毎回ではありませんが、行事紹介でアップするときもあり
ます。



●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価

委員会
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貢献性

事業計画書の
内容が、岐阜市
あるいは施設が
ある特定の地域
（以下「地元」と
いう。）の振興、
活性化などに貢
献できるもので
あること

⑭地元の法人その他の団体の育
成（一部業務の再委託先）、地元住
民の活用（雇用又はボランティア
等）

・地元の諸団体との連携、交流
・地元の法人その他団体の育成又は地元住民・高齢者・
障がい者等の活用

⑮地元での社会活動等への参加
・地元の振興、活性化などに貢献できる社会活動等への
参加（地元行事への参加）又は地元の団体・住民との協
働事業等の実施

区分評価

⑬リスクへの対応方策（防止策、非
常時の対応マニュアルなど）

・危機管理（リスク）や非常時対応のマニュアルの整備
・リスク防止策の実践

区分評価

効率性

事業計画書の
内容が、管理経
費の縮減が図ら
れるものである
こと

⑧指定管理経費の妥当性 ・収支計画の妥当性及び適正な予算執行

⑨管理経費縮減の具体的方策
・管理経費縮減に繋がる方策の実施（リサイクルやリ
ユース、節水・節電など）

区分評価

安定性
安全性

事業計画書に
沿った管理を
安定して行う
物的能力、人
的能力を有し
ていること

⑩組織及びスタッフ（採用予定者も
含む）の経歴、保有する資格、ノウ
ハウ、専門知識等

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

⑪スタッフ（採用予定者も含む）の
管理、監督体制

・事務分掌等に基づく管理・監督体制並びに事務分担の
実施

⑫スタッフ（採用予定者も含む）の
人材育成の方策

・職員の資質向上を図る研修の実施又は研修会への参
加

効果性

事業計画書の
内容が、対象
施設の効用
（設置目的）を
最大限発揮す
るものである
こと

③既存業務の改善、工夫又は新規
事業等の実施

・業務改善や工夫又は新規事業（行事）等の実施

④利用者ニーズ、苦情などの把握
方法、対応方策及びサービスの質
を確保するための体制

・利用者アンケートの実施
・利用者ニーズ・苦情・クレームへの着実な対応・運営へ
の反映

⑤利用者に対するサービス向上の
方策（窓口応対、プロモーション、設
備の整備など）

・移動児童館の実施
・利用者へのサービス向上に繋がる方策の実施

⑥利用促進、利用者増の方策 ・利用促進や利用者増に繋がる方策の実施

⑦施設の効用（設置目的）を最大限
発揮できるスタッフの配置

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

区分評価

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準

評　　価

公平性
透明性

住民の平等利
用が確保され
ること

①平等利用を確保するための体
制、モニタリングなど

・利用者アンケートの実施
・運営委員会の開催

②情報公開、広報の方策
・利用者アンケート結果の公表（館内掲示など）
・広範で適切な情報提供・広報活動の実施

区分評価



●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

今期の取組み
に対する評価

①子育て支援
・幼児クラブ（２歳児クラス・1歳児クラス）を開催。アンケートの意見が反映するような活動を採り入れ、幼稚園訪
問・保育園訪問を実施し園児との交流をした。「幼児安全法」として日赤の講師を招いて【子どもに起こりやすい
事故と手当・AED体験】は毎回保護者にも好評で今後も継続していく。秋には母親対象の子育て講座「母学キャ
ンパス」を開催。中部学院大学短期大学部のそれぞれ専門の先生を招いて、第一回「子育てに英語遊びを」第二
回「親子でリトミック」第三回制作遊び「手形木の実を作ろう」。毎回定員越えで大盛況。
・0歳児教室は月1回開催。ネットや口コミで広がり、ベビーマッサージﾞ、保健師の話、親子リトミック等、毎回20組
前後の参加があり好評なので今後も続行。小学6年卒業生と0歳児親子対象「赤ちゃん抱っこの会」を3月に開
催、赤ちゃんとのふれあいの場所を提供の予定だったが、コロナウイルス感染拡大防止のため休館となり中止。
②児童健全育成
・「子ども運営委員会」での意見を参考に、「V・わくわく隊」「あそびクラブ」のクラブ員が中心となり、クリスマス会・
高齢者施設訪問の計画をたて、リハーサルを経て実行。「お絵かきコンテスト」「館内飾りつけ」等の意見を取り入
れ実行。お絵かきコンテストは日ごろ忙しい児童が自分の好きな時間に来館して絵を描けるということで好評。参
加した児童も月末には審査員として投票できる。入賞者には花をプレゼントした。
・平日の放課後、宿題持参が普及して来たので、環境を整える。宿題持参の児童が増え保護者からも好評。
・小学生ボランティア隊「V・わくわく隊」の活動として、【年末大掃除】、社会の役に立つため、自身の安全意識を
高めるために、児童センター前の交差点で【交通安全呼びかけ】を行う。2月に【高齢者施設訪問】を児童と共に
計画準備したが、コロナウイルス感染拡大防止のため、中止とする。
・入館カード記入時に荷物（特に自転車の鍵）を預かり、忘れ物等無いように声掛けを徹底している。また、緊急
時に備えての連絡先電話番号記入も徹底して行うようにしている。指定置き場からはみ出している自転車が危な
いとの意見があったので、長期休み・土・日・祝日には駐輪場を増やし目印を立て、安全確認のため声かけを徹
底した。
③広域的な広報活動として、積極的に新聞・テレビなどマスメディアに情報を提供。
④地域活動
・地域在住の母親を中心としたピアノとクラリネットのユニットで、秋のコンサートを開催。自主サークルの保護者
を中心に多数の方々が聴きに来館された。
・わくわく冬フェスタ（餅つき大会）を地域老人クラブの協力を得て行う。
・祖父母対象「孫育て応援セミナー」を開催。今年度は1月に開催。自身の子を祖父母に預かってもらっている、
母親目線での講師（中部学院大学短期大学部）を招いて開催。参加の祖父母は熱心に講義を聞いていた。
・放課後等デイサービス事業所と連絡を取り、上半期に続き利用増進を促し実施。
・今年度初中学生の職場体験を受け入れ実施。幼児クラブの保護者、ボランティアサークルの方々からも地域の
ためにも良い刺激になると評判がよく、今後も積極的に受け入れていく予定。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

・土・日・祝・長期休みに開設している「ランチルーム」を幼児親子にも使いやすく、シートを敷き対応する。
・平日の宿題持参も気軽に出来るよう、環境を整える。
・幼児クラブでの要望に応え、幼稚園・保育園訪問・園児との交流を実施する。
・母親対象「母学キャンパス」を３回シリーズで開催し毎回大盛況。
・祖父母対象「孫育て応援セミナー」を開催。今回は実際子どもを祖父母に預かってもらっている母親目線で講義
をしてもらった。（中部学院短期大学部幼児教育学科講師）
・０歳児親子・小学６年卒業生対象「赤ちゃん抱っこの会」を開催予定だったが、コロナウイルス感染拡大防止の
ため中止。
・駐車場が分かりにくいとのご指摘に応え、入口屋外フェンスに案内看板を取り付けた。
・地域の老人クラブの協力を得て、毎回好評の「わくわく冬フェスタ」（もちつき大会）を開催。
・日赤講師を招き「幼児安全法」【子どもに起こりやすい事故と手当・ＡＥＤ体験】を学べる場所を提供した。
・おもちゃが片付けにくいとのご意見に対して、棚に写真を貼り付け片付け場所がわかりやすいよう配慮した。
・自転車の置き方について指摘を受けたので、駐輪場を増やし目印のコーンを設置、安全対策のため声掛けを
徹底する。
・防犯対策のために来館者にはお迎えの方にも、入館カード記入をお願いする。

今後の取組み

・土・日・祝・長期休みに開設している「ランチルーム」を普及させ、利用増進を促す。またアンケートでの要請に応
え、新年度からは、平日でも昼食持ち込みを許可し、飲食できる環境を整える。（12時から1時まで）
　幼児クラブ利用者・自主サークル利用者・一般来館の利用者がわかりやすいようにと、貼紙を掲示し口頭でも
声掛けを促していく。
・外部講師（特に中部学院大学・中部学院大学短期大学部との連携）の関係性をさらに深め、子育て講座の取り
組みを強化していく。
・放課後児童クラブへの働きかけを引き続き行い、要請を受けていく。
・小学生ボランティア隊「V・わくわく隊」の活動、特に施設でも期待されている「高齢者施設訪問」は、今後も続け
ていく。
・利用者アンケートでの意見を尊重し、業務改善や利用促進の貴重な意見と捉え、実行可能なことには即取り組
み、考慮が必要なものについては、各機関と相談の上、進めていく。
・避難訓練は重要課題と捉え、来館自由な児童館で、臨機に対応できるよう、最低でも年3回は取り組む。
・来館者（特に初めて来館の方）には丁寧に接し、わかりやすく児童センター利用の説明をし、楽しく過ごしてもら
えるよう、細心の気配りをする。
・担当小学校との連携を密にし、要配慮児童についての情報を共有する。
・要配慮乳幼児親子については、「子育て支援地域連携会議」との連携を図り対処する。
・児童センターを広く知ってもらうためにも、新聞・テレビ等マスメディアへの情報提供を続けていく。



●所管課の意見

●指定管理者評価委員会の意見

○毎月発行する児童センターの広報紙「わくわく」を、担当地区の3小学校、公民館、保育所、市民健康センター、ふれあい保健
センターに配布、自治会に回覧したほか、ホームページに掲載した。　また、児童センターのイベントポスターの掲示及びチラシ
の配布を小学校、近隣スーパーやコンビニ、郵便局、高齢者施設等に依頼した
○移動児童館について、年間通して積極的に実施したことにより、上半期のみで年間目標数値の24回（平均月2回）を大幅に
上回る回数を実施 しており、地域の子育て支援に貢献した。
○児童センターにおいて自主的に組織されているボランティア隊「Ｖ・わくわく隊」による交通安全の呼びかけなどは地元への貢
献活動としてしっかりと定着しており、今後も継続的に実施されたい。
○他の公共施設等で事故等の事例がある中、安全安心な施設運営を行い事故等が無かったことは評価したい。
○職員体制や経営状況については、問題なく運営が行われている。

利用者の声を参考に、さまざまな活動を行っていることを評価する。
小学校のボランティア隊や、「子ども運営委員会」での意見を参考に、子どもたちを中心としてイベントの計画・実施していること
を評価する。
今後もこのような子どもたちの主体性を促すような取組を続けてもらいたい。
今後は新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行った上で、行動指針やマニュアルに従いつつ、「児童に健全な遊びを与え
て、その健康を増進し、又は情操をゆたかにすることを目的」とする児童館として利用者の安心・安全を考慮した運営を願いた
い。
管理運営は適正に行われており、良好と認められる。


